青年部イルミネーション事業
[image: ]令和３年１２月１２日(日) 姫戸町の『よかとこ広場』にて毎年恒例のクリスマスイルミネーションの飾り付けを行いました。
今年もイベント等の開催が難しいコロナ禍の情勢下ですが、姫戸町の方々のご協力を頂き点灯に漕ぎ着けることが出来ました。この場を借りまして感謝申し上げます。

天草五橋開通に貢献 旧龍ケ岳町長・森国久氏の銅像建立
[image: ]
旧龍ヶ岳町初代町長森国久氏の銅像が天草ビジターセンター敷地内に設置され昨年十月二十四日に各界有志参列のもと除幕式が行われました。
[image: ]森國久顕彰会は平成二十九年に森國久氏の天草地域振興に残した多大な功績を後世に語り続けることを目的として設立され、そのよりどころとして銅像建立を決定し三年間にわたり多くの皆様方の賛同を得て基金を募りこの度の除幕式を迎えました。
　森國久は明治四十五年樋島村に生まれ、昭和二十六年に村長に就任し、以降十年間龍ヶ岳村・町長をはじめ、熊本県や天草郡の諸団体の要職を歴任するとともに、全国離島振興会副会長、国の離島振興対策審議会委員などを務めました。
特に天草諸島全体の為に国立公園への天草編入実現、天草諸島の環状道路の実現、ならびに期成会副会長として天草架橋の着工までの確固たる道筋をつけたことは最大の功績と言えるでしょう。ところが不運にも架橋着工の大詰めの交渉のため上京する途上熊本で倒れ『橋はまだか、橋はまだか』のうわ言を最後に四十八歳で急死しました。着工が決定されたのはその翌月で四年後の五橋開通に立ち会うことはかないませんでした。
　彫刻家の先生は『森氏の懐の広さや寛容さのイメージを作品にこめた』と語られています。
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